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1．はじめに 
2002 年 5 月より関西大学外国語教育研究機構で運用を

開始したマルチメディア資料/管理システム[1]（以下，MLR

システムと記す）は，教員や学生の教材となる CD や DVD

等のマルチメディア資料の貸出と所蔵管理支援 Web アプ

リケーションである．MLR システムを運用する中で，GUI

の不備やバグが指摘され，さらに仕様変更や機能拡張など

の要望が出てきた． 

既存 MLR システム（旧システム）は PHP 言語で記述され

ているため，効率的に保守作業を行うことが難しく，機能

拡張も困難が予想された． 

 今回は，システムの拡張性・保守性の向上を目的として，

MLR システムを Struts フレームワーク(以下，Struts と記

す)を用いて再構築した． 

本報告では，再構築したシステムの設計とシステムの構

造について説明する．さらに，テスト運用期間中に発生し

た，バグや仕様変更，機能追加に対して，新システムでの

対応を整理し，システムの評価を行う． 

2．MLR システム 
2.1 システムの概要 
 MLR システムは，関西大学工学部管理工学科生産システ

ム工学研究室で開発された Web 上でマルチメディア資料

の貸出と所蔵管理を支援するシステムである．MLR システ

ムの利用者は,一般利用者（教員と学生）とシステム管理

者である. 

 MLR システムの基本業務の１つである資料貸出の手順

を図 1 に簡単に示す． 

①一般利用者は Web

上からシステムにロ

グインする． 

 ②一般利用者は貸

出を希望する資料を

検索し，貸出予約 

を行い，利用申込書を

出力する． 

 ③一般利用者は利

用申込書を窓口に提

出し，資料貸出を申請

する． 
④システム管理者は MLR システムにて，資料の貸出処理を

行い，一般利用者に対して，実際に資料の貸出を行う． 
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2.2 システムの運用状況 
 現在，MLR システムは約 60000 点の資料と約 30000 人の

登録利用者を管理している．資料の規格は，TAPE，CD，DVD，

VHS などの計 10 種類，資料が扱う言語は，英語やフラン

ス語などの計 8種類が用意されている． 

 さらに，本業務は，異なる 3 ヶ所の窓口で行われており， 

1 日あたり約 50～100 件の業務が行われている． 

 

2.3 システムの構成 
 新システムは，Web サーバ，DB サーバ，Mail サーバ，

FireWall サーバの計 4 つのサーバから構成されており，

分散環境にもとづいた構成は各サーバへの負荷の軽減が

考慮されている．また，各サーバの OS は RedHatLinux，

Web サーバには Tomcat，DB には PostgreSQL，メーラーに

は qmail を用いた． 

3．システムの再構築 
3.1 開発環境 
 今回の再構築では実装言語を変更し，フレームワークを

用いた開発を行った． 

具体的には，実装言語はJava言語を用いた．理由はJava

言語が PHP 言語に比べ，オブジェクト指向を強く意識した

設計がされており，再利用性・拡張性に優れているという

点に注目したためである． 

これにより旧システムが抱えていた以下の問題点を改

善しようとした． 

①システム全体がスパゲティプログラムになっている． 

②システムの仕様変更や機能拡張が困難． 

③メンテナンス性に欠け，バグを引き起こしやすい． 

また,フレームワークには,Jakarta プロジェクトが開

発した Struts を用いた．再構築時に，以下の恩恵を期待

したためである． 

①MVC モデルに基づいた設計が，開発者間の分業を容易

にし，問題点の発見やその対応が迅速になる． 

②開発者のスキル差を減らし，均質な開発が行える． 

③フレームワーク自身が Controller 部分を提供してい

るため，開発者は Model および View 部分の開発に集

中することができ，開発効率の向上が望める． 

 

3.2 分析・設計 
 分析では，画面遷移からロバストネス図を作成した．ま

た，それぞれの Control において，どのようなデータが

Entity とやり取りされているかを明確にした． 

設計では，それらをもとに DB および Entity のクラス図

を設計した．ここで，新システムの主な機能を以下に記す． 

図 1 資料貸出の手順 

395

O-013

FIT2004（第3回情報科学技術フォーラム）



＜一般利用者＞ 

①個人情報の登録・変更 ②新着資料の閲覧 

③資料の検索 ④資料の貸出予約 

＜システム管理者＞ 

①受付処理 → 資料の貸出，返却，予約処理． 

②所蔵管理 → 新規資料登録，複本追加，資料情報の 

変更． 

③帳票類管理 → 資料に添付するラベルや延滞者に 

対する督促状などの出力． 

④一覧表示 → 貸出資料や予約資料などが一覧表示 

でき，それらを CSV 形式で出力する． 

 上記以外にも，利用者情報の更新や DB のバックアップ

などのクローン処理,延滞者へのメール送信機能などが存

在する． 

3.3 実装 
 実装では，Struts が推奨する実装手順をもとに Eclipse

を用いて開発を行った．Struts は，MVC モデルに基づくコ

ンポーネント化が強く意識されているため，旧システムに

比べてファイル数の増加がみられた．そのため，パッケー

ジやファイルの名前は，それぞれの役割が連想できるよう，

ネーミングに注意を払った． 

今回は 2人で開発を行ったため，CVS を利用して開発者

間におけるソースコードの共有化を図った． 

4．システムの運用と評価 
2003 年 7 月に開始した MLR システムの再構築は，12 月

上旬に実装を完了した．次に，システムテストを行う段階

で，旧システムは運用中のため，新システムへの切り替え

をスムーズに行うことが要求された．単にシステムの入れ

替え後にテストを行うのではなく、旧システムと新システ

ムの並行運用で，新システムのテスト運用期間を設けるこ

とにした。テスト運用中に報告されるバグの修正，仕様変

更および機能拡張への対応を行うことにした．具体的には，

2.3で記したサーバ構成に新システム用のWebサーバとDB

サーバを 1台ずつ追加し，実際の業務と並行して新システ

ムをシステム管理者がテスト運用した.その際気づいたシ

ステムに関する不具合や要望など収集した．  

新システムの本運用が開始された2004年3月15日まで

の約 3 ヶ月間で計 32 件のバグ，仕様変更，機能拡張要求

があった． 

テスト運用中に報告されたバグは 27 件あり，以下のよ

うに分類した(表 3)． 

表 3 バグの分類 

 
GUI のバグに関しては，Struts が支援するカスタムタグ

の修正により対応した．あらたに開発者自身が独自のタグ

を定義することにより、View 部分に残るスクリプトレッ

トを，View 部分と Model 部分を完全に分離することで，

View 部分を再利用性の高いコンポーネントにした．これ

らの変更により，プログラムの可読性が向上し，メンテナ

ンス，拡張が向上した． 

 ロジックと SQL のバグに関しては，ビジネスロジックを

Model 部分に記述することで問題箇所に迅速に到達する

ことができ，対応もスムーズになった． 

仕様変更や機能拡張は，以下の 5件であった(表 4)． 

表４ 仕様変更および機能拡張の分類 

 
 

仕様変更に関しては，一般利用者が利用方法に悩まない

よう，操作完了時のメッセージウィンドウを表示する

JavaScript による記述を増やした．また，旧システムで

は、印字ラベルを PDF 形式で出力していたため，システム

管理者自身がフォーマットを自由に変更することができ

なかった．新システムでは，Word 形式の差込文書をダウ

ン/アップロードする方式をとり，ラベル書式の変更を可

能とした．  

機能拡張に関しては，旧システムの窓口の閉室日指定が

日曜日のみであった.夏休みや祭日などの祝祭日が資料の

返却日になるケースが問題となるので，システム管理者が

自由に閉室日を設定できるように機能を拡張した． 

2004 年 3 月 15 日に，本運用が開始された後，留学生な

どの外国人ユーザのニーズで国際化対応が要望として挙

げられた．対応として、Struts が提供しているメッセー

ジタグを利用することで，比較的容易に国際化対応が実現

できた．現在，日本語と中国語の 2ヶ国語を対応言語して

いる． 

今回のシステム再構築は,開発者と一般利用者の両側面

から意義があったと言える． 

開発者は,システム全体を MVC モデルに基づいて設計す

ることで，問題点の早期発見，デバッグや仕様変更が迅速

かつ柔軟に対応可能となった．さらに，Struts を用いた

ことで国際化対応が容易に実現できた． 

 一般利用者は，システムの使い勝手を良くするための機

能拡張や仕様変更が迅速に行われたことで操作に対する

ストレスを感じないものになったと思われる． 

今回の再構築により，システム全体の拡張性・保守性の

向上が図れたと言える． 

5．今後の課題 
 MLR システムは，大量のマルチメディアの資料検索が主

な処理である.検索ロジックはあらゆる場面で存在してい

る．ユーザのリクエストに対するレスポンスを向上するた

めに，負荷テストツールを用いたボトルネックの割り出し

および改善を行う必要がある． 
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